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・論文審査の要旨 

 横田春日は、平成 9 年 3 月長崎大学歯学部を卒業後、同年 6 月から平成 11 年 3 月まで長崎大

学歯学部附属病院研修医として臨床に従事した。その後、平成 11 年 4 月長崎大学歯科保存学第

一講座研究生、平成 12 年 4 月長崎大学歯学部附属病院医員、平成 12 年 7 月長崎大学歯学部助手

を経て、平成 15 年 10 月長崎大学医学部・歯学部附属病院助手となり現在に至っている。 

 主論文の基礎となる要旨ならびに研究経過は、歯学研究科が平成 17 年 11 月 9 日に主催した研

究経過報告会において発表した。また、語学試験（英語）は平成 17 年 10 月 19 日に合格し、歯

学研究科が行う英語以外の外国語（ドイツ語）には、平成 17 年 12 月 5 日に合格した。 

 学位論文の主論文として Effect of a caries-detecting solution on the tensile bond strength of four 
dentin adhesive systems（齲蝕検知液が各種接着システムの象牙質接着に及ぼす影響、Dental 
Materials Journal 2006、in press）を歯学研究科長に提出し、歯学研究科に博士（歯学）の学位申

請を行った。歯学研究科教授会は、平成 17 年 12 月 21 日論文の要旨ならびに申請の資格等を検

討した結果、これを受理して差し支えないものと認めたので、3 名の審査委員を選定した。審査

委員は共同で論文の内容を慎重に審査し、平成 17 年 12 月 27 日申請者に対して試問を行い、下

記の論文審査の結果ならびに最終試問の結果を平成 18 年 1 月 18 日の歯学研究科教授会に報告し

た。本研究の内容は以下の通りである。 
 近年、最小限の外科的侵襲による齲蝕治療（MI）が注目されている。その際、除去すべき齲

蝕象牙質外層（感染象牙質）と保存すべき齲蝕象牙質内層（齲蝕影響象牙質）を客観的に染別す

るために開発された齲蝕検知液を使用することは、有効な方法である。齲蝕検知液が象牙質接着

に及ぼす影響に関して、いくつか報告されている。しかし、それらの結果は異なっており、見解

の相違が認められる。さらに、現在使用されている Caries Detector が接着に及ぼす影響を詳細に

検討した研究は見当たらず、不明な点が残されている。本研究では、4 種類の接着システムを用

い、Caries Detector（1.0%アシッドレッド・プロピレングリコール液）が象牙質面の引張り接着

強さに及ぼす影響を検討した。 
Caries Detector を牛歯象牙質研削面に塗布後 10 秒間放置し、水洗・乾燥あるいはエアー乾燥の

みを行った。なお、Caries Detector を使用しなかった試料をコントロールとした。その後、接着

面を規定し、各接着システム（Clearfil Protect Bond、Clearfil SE Bond、One-up Bond F、Single Bond）
の指示書に従った接着操作を行った。さらに、Caries Detector の成分である 1.0%アシッドレッド

水溶液あるいはプロピレングリコールを象牙質研削面に塗布し、エアー乾燥のみ行った試料も作

製した。光照射後、リングを固定し、Clearfil AP-X を一括填塞、60 秒間光照射を行った。各グル

ープ 10 個の試料を作製し、24 時間水中保管後、引張り接着強さを測定した。データの統計学的



 

検定は、各処理条件間あるいは各接着システム間の比較において、one-way ANOVA を用い、

Tukey-Kramer 検定にて多重比較を行った（p<0.05）。さらに、各接着システムのコントロールと

その他の処理条件の比較には、Dunnett 検定を用いた（p<0.05）。引張り接着試験後、全ての象牙

質側破断面を光学顕微鏡観察（×100）し、典型的な試料を SEM 観察した（×30、×1,500）。ま

た、全てのグループにおいて、セルフエッチングプライマー、セルフエッチングアドヒーシブあ

るいは 35%リン酸処理までの過程を引張り接着試験の試料と同様に作製し、SEM 観察を行った

（×3,000）。 
接着強さが著しく低い齲蝕影響象牙質では、残存した齲蝕検知液の影響を判別しにくい。そこ

で、本研究では健全牛歯象牙質を被着体として用い、Caries Detector が象牙質接着に及ぼす影響

について検討を加えた。 
Caries Detector を水洗・乾燥した場合、全ての接着システムの引張り接着強さは、コントロー

ルと同等の値を示した。したがって、Caries Detector の成分がわずかに象牙質面に残存していて

も、歯面処理材およびボンディング材の象牙質に対する浸透は阻害されず、良好な樹脂含浸層が

形成されたことが推察された。 
Caries Detector を乾燥のみ行うと、Clearfil SE Bond および Single Bond の引張り接着強さはコン

トロールより有意に低下した。他の接着システムの引張り接着強さは、統計学的な有意差は示さ

なかったが、低下する傾向にあった。したがって、Caries Detector が多量に残存すると、象牙質

に対する歯面処理材およびボンディング材の浸透が阻害されると考えられた。 
1.0%アシッドレッド水溶液を塗布し、乾燥のみ行うと、全ての接着システムの接着強さは、コ

ントロールと同等の値を示した。したがって、多量のアシッドレッドが象牙質面に残存しても、

歯面処理材およびボンディング材の浸透は阻害されなかったことが明らかとなった。 
プロピレングリコールを塗布し、乾燥のみ行った場合、全ての接着システムの接着強さは、コ

ントロールより著しく低下した。プロピレングリコールは、粘稠性のある液体であり、アルコー

ル系の溶媒として水やアセトンに易溶性で、芳香油や樹脂類を溶解する。したがって、プロピレ

ングリコールは水洗により容易に除去できるが、粘稠性のあるため、エアー乾燥のみでは除去す

ることが困難であったと考えられる。さらに、本研究で用いたセルフエッチングプライマー、セ

ルフエッチングアドヒーシブあるいはリン酸ゲルには、プロピレングリコールを溶解することが

できる水が含まれている。そのため、多量に残存したプロピレングリコールが歯面処理材を希釈

した結果、象牙質面の脱灰は不十分となり、ボンディング材の浸透が阻害されたものと推察され

る。 
Single Bond は、全ての処理条件において、他の 3 種類の接着システムより有意に低い引張り接

着強さを示した。しかし、Single Bond が、セルフエッチングプライマーシステムと同等の接着強

さを示した報告もある。したがって、ウェットボンディング法がテクニックセンシティブであっ

たため、今回の結果が生じたものと考えられる。 
以上の結果から、Caries Detector の成分であるプロピレングリコールが多量に残存すると、象

牙質に対する接着は阻害されることが明らかとなった。したがって、Caries Detector を使用する

場合は、塗布後に十分な水洗・乾燥を行う必要があることが示唆された。 
審査委員会は、本研究で得られた知見が今後の臨床歯学の進歩に貢献するものと評価し、博士

（歯学）の学位論文に値するものと認めた。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


